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実験 メモ

高周波伝送 におけるノイズ

工学部 山 本 雅 彦(吹 田4441)

高周波信号を、測定機器やコソピュータ等の問をやり取りして、データ収集や処理を行うときに、ノ

イズは大きな障害になる。私達は、図1に 示すような、アトムプローブFlMと いう装置を用いて研究

しているが、この装置は、飛行時間を計ることによって、原子1個1個 が質量分析できる装置である。

この飛行時間の測定には、スタートとス トップのパルスシグナルを用いているが、ナノ秒単位のシグナ

ルとはいえ、装置作製初期の頃は、ノイズにより、誤った飛行時間を記録 してしまい、大いになやまさ

れた。
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ノイズ防止対策上、考えた主なノイズの原因は、

(i)

(の

(皿)

(豆v)

(v)

(vi)

(")

(槻)

電源から来るノイズ

蛍光灯等の照明から来るノイズ

他の機器、特に大型機器が発信するノイズ

マイクロコソピュータが出すノイズ

接続不良部で引き起こされるノイズ

アース不良によるノイズ

イソピーダンスマッチソグ不良による反射

回路素子の不良によるノイズ

等 で あ った。 これ らは 、 内容で 重複 して い る もの もあ る。

ノイズ対 策 の ため 、 トラブ ル シ ューテ ィソグの技術 書 を見 ると、 ほ とん どが(噛)に つ いて詳 述 して

い る。 しか し、購入 した機 器で は 、回路 素 子不 良に よるノ イズは 、全 くな か った。(i)～ 侮)は 、

(iv)の ア ース対策 をす る ことに よ り、解 決 した。 ア ース対策 は 、伊藤 健 一著 の ア ースに 関す る シ リー

ズ本(日 刊 工業新 聞社 刊)が 役立 った。 当然の事 な が ら、 ア ースの蛸足 配線 は 、全 く問題 外で あ る事 を 、

痛感 した。(の の照 明 か ら来 るノ イズは 、最初 大変 気 に したが 、実 際に は殆 ど影 響 がな か った。

(v)の 接続 不 良部 は 、い ろい ろあ るが 、 コネ ク ターで の場 合 が発 見 し難 か った。

マ イ ク ロ コソ ピュー タが出す ノイ ズは、 鏡体 、即 ち 、真空 容器 が ア ソテ ナの役 目を して ノイズを受 信

し、更 に、 この真空容 器 が2メ ー トル 以上の 飛行管 部を持 っていて 真空容器 の ど こを とって もポテソ シャ

ルが一様 にな ってい なか った ため に、増 幅 し、混乱 を引 き起 こ した。 この ノイズ は、 シール ドを強化 し、

ア ースを 是正 す る こ とで 、解 決 した。
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